
★English House Blossom では、海外の学生が日本で一定期間滞在し、日本語と地域交流
を通して日本の文化・社会を体験的に学ぶプログラムを企画しています。 

 

【プログラム例】 

中期（4 ヶ月）プログラム：日本語×職場体験で「暮らし」と「現場」を学ぶ 

 

日本語学校：すぐに現地で使える日本語（生活・職場） 

日本語学校では、文法だけでなく「今この場で使える」日本語に重点を置きます。 

・あいさつ、買い物、交通、役所・病院などの生活日本語に加え、職場での基本表現
（報連相、丁寧な言い方、よく使う定型フレーズ）も学びます。 

・生活日本語：買い物／道案内／公共交通／手続き／困った時の相談 

・職場日本語：あいさつ／依頼・確認／謝罪・お礼／報告・連絡・相談（報連相） 

・現場で使う表現：ロールプレイ、状況別会話練習（すぐ使える練習中心） 

 

地域企業様での職場体験（見学＋体験＋交流） 

地域の企業様のご協力のもと、職場の雰囲気や仕事の流れを体験し、日本の働き方・
安全文化・チームコミュニケーションを学びます。 

  ・オリエンテーション（会社紹介・ルール・安全） 

    ・職場見学（工程・サービスの流れの理解） 

    ・体験活動（補助・演習レベルの体験） 

    ・振り返り（学びの言語化・文化比較・今後の目標設定） 

※本プログラムは「文化・社会交流」を目的とし、活動内容は法令・ガイドラインに
沿って設計・運用します。 

 

【このプログラムで得られること】 

  ・日本での生活に必要な日本語を、実践的に身につけられる 

  ・職場の基本マナー、コミュニケーション、働き方の文化を体験できる 

  ・地域の方々や企業の方々との交流を通して相互理解が深まる 

 

【サポート体制】 

  ・来日前の相談（目的・期間・希望分野の確認、計画づくり） 

  ・滞在中の連絡体制／困りごと相談 

  ・緊急時の連絡・対応フロー（医療・保険・連絡先の整備） 

 



 

【体験者の声】 

  “I could use what I learned at the Japanese school immediately in daily life and at the 
workplace.” 

  “職場体験を通して、日本のチームワークや丁寧なコミュニケーションの大切さを学
びました。” 

 

※受入先の規定により、守秘義務、写真掲載の可否、立ち入り範囲、担当業務は異な
ります。個人情報保護と安全管理を徹底し、適切な範囲で体験活動を実施します。 


